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この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（ＶＣＣＩ）の基準に基づく第二種情報技術装置です。
この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接
して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

本機は、お買い求めいただいたときには、国内の相手と通信することを前提とした設定になっています。
海外との通信を主に行われる方は、重要な通信を行う前に相手の方と正常に通信できるか確認をしてください。
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水が装置内部に入ったときの対処
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こんなことはしないでください

改造・分解の禁止
●本機を分解したり、改造したりしないでくださ
い。火災・感電および故障の原因となることが
あります。指定以外の内部の点検・調整・清
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コードレス電話機の充電

お買い求めいただいたときは、コードレス電話機は充電されていません。充電してからご使用ください。
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ご使用の前に1
日頃のお手入れ
快適にお使いいただくために、本機をいつもきれいにしておいてください。

本体の清掃

装置表面のホコリや汚れは、柔らかい布で拭き取ってください。汚れがひどいときは、薄めた台所用中性洗
剤にひたした布を固く絞って拭き取り、最後に乾いた柔らかい布で拭いてください。









原稿のサイズおよび厚さ
原稿のサイズおよび厚さには以下の制限があります。

１枚だけ送る場合 複数枚の原稿をセットして送る場合

最大 ２５７×１０００mm ２５７×３６４mm（B４サイズ）

最小 １２８×１００mm １４８×１０
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［電話帳／キャッチ］

［保留／クリア］

［スタート］

電子電話帳（短縮ダイヤル）でファクシミリを送る
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ファクシミリを受ける（親切受信）
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1 受話器をとって［電話帳／キャッチ］ボタンを押します。
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コードレス電話機の短縮ダイヤル

コードレス電話機の短縮ダイヤルで電話をかける
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受話口から聞こえる呼出音や相手の声が聞き取りにくいときは、ハンズフ
リー通孅
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基本的な
使いかた2

本体とコードレス電話機で話をする
（内線電話）
本体とコードレス電話機で話をすること（内線電話）ができます。
内線電話をかけるときは、本体やコードレス電話機に割り当てられている内線番号をダイヤルします。
内線番号は次のとおりです。

ピピッ ピピッ ピピッ ピピッ（無音） （無音） （無音）

１秒 １秒 １秒 １秒 １秒 １秒 １秒
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基本的な
使いかた2

外線電話を他の電話機に転送する（外線転送）
外線電話を、本体の受話器からコードレス電話機に転送することができます。
また、コードレス電話機から他の電話機に転送することもできます。
外からかかってきた電話を転送したいことを内線電話で伝えることもできます。
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便利な使い方3

72

◎留守番電話には、最大で３０件あるいは合計で約１５分間（自分で録音した応答メッセージも含む）用件を録音できます。録音し
た用件の中に無音の時間が少ない場合は、録音時間が１５分より短くなることがあります。

◎お好みの応答メッセージ（電話がかかってきたときに相手に流すメッセージ）を録音することができます。｢留守番電話の応答メッセ
ージを録音する｣（P.75）をご覧ください。

ワンポイント

ワンポイント
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◎留守番電話を設定している場合でもそのまま再生できます。

ワンポイント
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便利な使い方3
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項目 操作コード 本体の動き

用件再生 ＃２＃
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◎途中で設定をやめたいときは、［ストップ］ボタンを押してください。

ワンポイント











93



94

読み取り方向（ハンドスキャナを動かす方向）
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◎設定した状態は次に変更するまでそのままです。
◎途中で設定をやめたいときは、［ストップ］ボタンを押してください。

ワンポイント
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ドアホンをモニタする

カメラドアホンの画像をプリントする







［FAW
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◎ダイヤルボタンと［再ダイヤル／ポーズ］ボタンで入力できます。［再ダイヤル／ポーズ］
ボタンを押すと｢Ｐ｣と表示されます。

ワンポイント



112

◎［FAX情報］ボタンを続けて押すと、ディスプレイの表示は次のように変わります。また、
ダイヤルボタン（１～３）
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Ｆネット方式で登録するとき



















ドアホン1
／
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表記の説明
…：ダイヤルボタンを順に押します。
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紙づまりのとき

1 カバーを開けます。

原稿が正しくセットされていなかったり、そのままでは送れない原稿をセットしたりすると、読み取り中に
原稿がつまってしまうことがあります。
原稿がつまると、ディスプレイに｢ゲンコウ　カクニン｣と表示され、アラームランプ
ようにご注意ください。やけどをする場合があります。















または別売のキャリアシート
（P.28）を使って送信してください。

原稿をセットしたのに
｢ゲンコウ　ガ　アリマセン｣の表示が出
た。
遮 棓鼲

・相手先のファクシミリが受信できない状態になっています。相手先に確認
して、もう一度かけなおしてくし

・相手先が話中（ファクシミリの使用中） （P.23）コピーが鮮明なときは、回線または相手
側に原因があると思われます。もう一度送りなおしてください。
・キャッチホンが入った可能性があります。もう一度送りなおしてください。
・｢画質｣を合わせてください。（P.29）
・「読み取り濃度」を調節してください。（P.31）

・相手先の記録紙が表裏逆になっている可能性があります。相手先に確 碼榆悗Ｆき

送信に時間がかかる。
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受信のとき
こんなときは 対処方法
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登録・設定の一覧
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登録モード

宛先

電話番号





FAX情報ボタン ････････････････････21，109
FAXボタン･･････････････････････････････22
Fネット ･･･････････････････････････････116
PBボタン ･･･････････････････････････21，22

【ア行】
アンテナ ････････････････････････････11，20
液晶ディスプレイ ････････････････････････21
エラー番号･････････････････････････････148
応答メッセージ ･･････････････････････････74

自作の応答メッセージを録音する ･･･････75
送りボタン ･･････････････････････････21，22
おやす

【カ行】
海外通信･･･････････････････････････････126
回線種別 ････････････････････････････････15
回線接続端子 ････････････････････････12，20

原稿をセットする ･････････････････････32
読み取り濃度を調節する ･･･････････････31

原稿セットガイド ････････････････････20，33
原稿挿入口 ･･････････････････････････20，32
原稿排出口 ･･････････････････････････････20
故障かな？と思ったら･･･････････････････143

コードレス電話機のとき････････････145
コピーのとき････････････････････････144
受信のとき･･････････････････････････144
送信のとき･･････････････････････････143
待機中のとき････････････････････････145
電話のとき･･････････････････････････145
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コピーする ･･････････････････････････････51

【サ行】
再生ボタン ･･････････････････････････････22
再生／マイクオフボタン ･･････････････････21
再ダイヤル ･･････････････････････････････58
再ダイヤル／ポーズボタン
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通話録音
通話中の会話を録音する ･･･････････････82

停止ボタン





送信が終わると｢ピーッ｣という音がします。
ダストカバーを閉じてください。





「ツー」

短縮�

登録�

ハンズ�
フリー�
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